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Samplename s780 S740 SIOO
Sinteringtemperature(oC) 780 740 1000
Sinteringtime(h) 100 100 20
Sintering02atmosphere(bar) 1 1 90
71cl(intragrain)(K) 80 80 80
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定された非線型電圧応答の温度依存性を種々の電流振幅に対してプロ
ットしたものであるoIぅ0の極限において､p2が TC2で発散することを示
唆しており､グレイン間相転移の臨界現象として興味深い[8】｡
このように､グレイン間の相転移においては､観測された非線型磁気
応答や線型電圧応答の温度依存性はいずれも､直流磁化測定によって
評価されたTC2でx 2が負の発散を示し､p｡は有限値のまま留まることを
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示唆しており､上記川村等の理論的予測と定性的に一致しているが､グレイン間超伝導相への相転
移の臨界現象とは明らかに異なっている.従って､ここで取り上げた超伝導セラミックス､YBa,Cu.08
の焼結体に関して言えば､カイラルグラス秩序相の発現は実検的に確認されたといえる｡
5.おわりに
近年､ストイキオメトリックでない超伝導体､YBa2Cu,0,Jについても､極微寸法のグレインで構成さ
れた焼結体が試作され､YBa2Cu.08の場合と同様の2段階の逐次相転移現象が観測され【9,10,11]､
焼結条件や静水圧印加によってTC2を制御する試みがなされており【10]､YBa2Cu.08で見出された超
伝導セラミックスの秩序化特性の一般性､普遍性が明らかにされつつある｡
また､非線型磁気応答から評価された TC2の近傍で､交流磁化率が動的スケーリング則によって
記述されること､臨界指数の評価値は川村の理論的予測とほぼ一致することが見出されている【12]他､
Tc2以下の温度において､スピングラス等のプラストレー ト系に特有なスロー ダイナミックスやエイジン
グ効果等も見出されてきており【9,12】､カイラルグラス相の発現を支持するものと考えられている｡とこ
ろで､カイラリティー のグラス凍結はジョセフソン結合網上での自発ループ電流の凍結に対応する｡従
ってTc2以下の温度においては､系内にそれによる弱いランダムな内部磁場の発生が予想される.ど
く最近FLSRによる内部磁場探索の試みが開始されつつあり､実験的には様々な困難も予想されてい
るが､新たな興味ある情報が得られるのではないかと期待されている｡
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